
１．研究の背景

２．研究成果の内容・普及のポイント

　・種雄牛４１６頭、繁殖雌牛１３，８０４頭の育種価データを算出

　・高能力種雄牛（繁殖雌牛）の把握、能力の高い系統などが明らかとなった。

３．期待される効果

４．担当機関連絡先

　　TEL：０９７４－７６－１２１７
　　住所：竹田市久住町大字久住３９８９－１

牛肉中のオレイン酸含有率を取り入れた産肉能力育種価手法の検討

畜産研究部

　大分県では「おおいた豊後牛」のブランド戦略としてオレイン酸に着目。オレイン酸含有率５
５％以上のものに「豊味(うま)いの証」を表示して差別化を図っている。今後、「豊味いの証」
を売り込んでいく上で、オレイン酸含有率の高い牛肉の生産量の増加が当面の課題となってい
る。そこで、県内でと畜された牛についてオレイン酸含有率の育種価評価を実施し、これからの
豊後牛改良に活用出来るか検討した。

　　畜産研究部　肉用牛改良肥育チーム

　オレイン酸含有率の遺伝的能力を育種価として明確化。
　・県内でと畜された牛のオレイン酸含有率データ（６，４２２頭）を利用して育種価評価を実施

　・オレイン酸含有率の遺伝的能力の高い種雄牛の造成
　・オレイン酸含有率をターゲットにした計画交配の実施
　　→オレイン酸含有率の高い牛肉の生産量の増加


